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　この度、前任の末盛施設長（現湘南泉病院院

長）の後を引き継ぎ、阿久和鳳荘の施設長を拝命

致しました根本です。

　私は、大学病院に８年間勤務した後に一般のケ

アミックス病院に勤務、平成２２年４月から湘南

泉病院に池島理事長のお誘いに預かり勤務してま

いりました。そして今回、阿久和鳳荘の施設長と

いう新たな立場で働く機会をいただきました。正

直なところ研究や教育は苦手であり、一内科医と

して臨床にのみ打ち込んできた私にとって、経営

を含めた観点から医療に携わることはもちろん初

めてであり、与えられた重責に期待と不安が入り

混じった複雑な心境です。そんな感じですから医

療保険制度の理解も十分でない上に、介護保険制

度？という状況で、まずは自分のできるところか

ら地道に行っていこうと考えています。日本はこ

れまでの世界で経験のない急速に進む高齢化社会

に突入しています。今年度行われた診療報酬改定

では、国の財源不足もあり、医療保険制度を取り

巻く環境は厳しいものとなっています。来年度に

行われる介護報酬改定も在宅や重度要介護者向け

サービスにさらに重点が置かれることが予想さ

れ、介護老人保健施設の現場にとって決して優し

くないものとなるでしょう。施設長に就任してこ

の２か月、私が感じた阿久和鳳荘はアットホーム

で雰囲気が良い。ただ、現状に満足しているだけ

では駄目で、もっと選ばれる施設に成長しなけれ

ばならないと思っております。

　ベッド数の少ない当施設では占床率の維持とデ

イケア利用者の増加が重要な課題となっておりま

す。この６月からは認知症専門棟の設置を行い、

今後は看取り介護を見据えた準備を進めるなどの

新たな取り組みも始めたところです。当施設の強

みはなんといっても急性期病院である湘南泉病院

併設の施設であり、新中川病院、横浜ほうゆう病

院といったタイプの違う病院と同じ医療法人社団

鵬友会に属していることです。これからはより一

層各病院との連携を深めていくことが大事と考え

ております。

 「人にしたこと、してきたことは善悪に関わらず

自分に返ってくる。」私事ですが最近はそんなこ

とを肝に銘じながら過ごすようになってきまし

た。善悪と表現すると大袈裟ですが、親身になっ

て行ってきたことは感謝（喜び）で返ってくる

し、適当にしたことはやはりそれなりの戻り（後

悔）しかないと思うのです。もちろん見返りを期

待して医療を行っているわけではありません。た

だ医療・介護現場に関わらず、昨今の世間一般で

生じているトラブルの原因の多くは、不誠実な対

応や説明不足から起きているものではないかと感

じています。入所者の日々の平静と安楽を確保す

ること、かつ職員の安心と安全を確保することが

私の最大の使命と考えております。

　微力ではありますが地域に密着した阿久和鳳荘

の施設運営と鵬友会のさらなる発展に貢献してい

きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。
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平成26年5月10日（土）17：30から、阿久和鳳

荘２階リハビリ室にて家族会を開催し、39名の

ご家族の方にご参加頂きました。施設の一つの

大きなトピックスで、今年度から施設長が末盛

医師から根本医師に変更となったことを受け、

ご家族の皆様へのご挨拶と施設側からの連絡事

項を兼ねた内容とさせて頂きました。

阿久和鳳荘 家族会 開催【H26.5.10（土）】

【会場風景】

会の冒頭、根本施設長の挨拶では、「65歳以上の高齢者が増

加の一途を辿る今の状況で、国は医療費や介護保険の利用を抑

える方針を打ち出したり、利用者の負担を増やすことで、何と

か予算を賄おうとしている」と医療・介護を取り巻く厳しい環

境についてふれ、「そんな中でも皆様のご協力を頂きながら、

ご利用者様が安心・安全に過ごせる様努めて参ります」とその

決意を語りました。

【左：根本施設長
中：吉田看護科長

右：福島事務長】

その後の伝達事項では、５階を認知症専門棟としてスタートさせることや、消費増税に伴う施設

利用料の改定など、施設における大きな変更点をお伝えさせて頂きました。ご家族の皆様からは認

知症専門棟に関する質問や家族会終了後に根本施設長と相談される方も見受けられ、お互いの顔が

見える良い機会になったと改めて実感しました。

同時に実施した『施設満足度アンケート』では、職員一同励みになる有り難いお言葉を多数頂き

ましたがその一方で、施設運営に対する厳しいご意見も頂きました。これら頂いたご意見は真摯に

受け止め、根本施設長の掲げる“ご利用者様の安心・安全な生活”を守っていける様、これからも

努力していきたいと思っています。

今やメディア等で聞かない日はない「認知症」。当施設でもより良い認知

症ケアを目指す為、今月専門棟を立ち上げました。生活環境を整えることを

第一に考えながら、様々なアクティビティも取り入れていきたいと思います。

H26.6月スタート
～阿久和鳳荘～

【デイルーム】




